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はじめに

社会科「厚みのある教材研究」とは

第４巻

新・向山洋一
実物資料集

私は教師生活の中で、優れた指導者、先輩に何人も出会ってきました。

尊敬する石川正三郎校長、圧倒的な力量をもっていた坂本茂信先生など

です。

これらの方々からさまざまに学び、大変幅広く仕事をしてきました。学

校外でもたくさんの貴重な出会いがありました。

その中で、１人の小学校教師がいかにして「クイズ面白ゼミナール」の

出題者になり、「進研ゼミ」の教材全体の設計をし、学習指導要領に反

映されるような主張をしてきたか。

そのようなことが、この『新・向山洋一実物資料集』の中に表れている

と思います。

どうか、先生方も私の実物資料から学び、子どもたちと学校全体の教育

の向上を願うような仕事をしていっていただきたいと思います。

サンプル版
※本ファイルはサンプル版です、実際刊行されるものと内容・仕様等が異なる場合があり 
　ますことを予めご了承ください。
※図版等の解像度は、インターネットを通した画面表示に最適化した低解像度のものです。
　実際の印刷物は高解像度の図版を使用して印刷いたします。
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解　　説

1. 有田・向山の立ち会い授業
― 事前準備・当日に使った向山ノート ―

歴史教材研究と
題された立ち会い授業の

ノート　表紙

社会科の授業は「社会の事実」をもとにする。

事実をできるだけ正確に分析するためには、第一に「数値」が重要である。向山

氏のこのノートには、氏が克明に数値を確認している様子がうかがえる。「二酸化炭

素の排出量」「ゴミの量」等々、東京ドームやトラックの台数に換算し、イメージし

やすくしている。

第二に、そうした数値を含めた社会事象が、全体としてどんな「構造」をしてい

るのか、その共通性をとらえることが重要である。

例えば次のようなものである。

①「公害問題」と「環境問題」との違いを６つの視点で整理

②「工業地帯」の分布には共通した要素がある

このようなことを知識として整理していって、やがて一種の法則性のようなもの

に到達する。

向山氏の社会科授業における代表的な提案を挙げるなら、次は必ず入るだろう。

（１）自然から資源を取り出し、また自然へと還っていく「環境サイクル図」

（２）「写真類」から情報を読み取らせる「写真の読み取り〜雪小モデル」

上に挙げた「数値等の事実」「社会事象の共通性」「社会事象間の法則性」といっ

たものを、向山氏はどのように意識して授業をつくろうとしていたのか。

その向山氏の社会科授業における思考方法を垣間見ることができる貴重な一次資

料がこのノートである。

事実に基づいて法則性を吟味する
向山型社会科授業の秘密

谷　和樹

新・向山洋一実物資料集（第4巻）サンプル版・教育技術研究所
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（１）実録 立ち会い授業前の教材研究メモ
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教務主任としての仕事の始め方
〜大きな枠組みでとらえる〜

松本俊樹

教育課程を編成する主体は各学校である。

学習指導要領の総則にそう書いてある。校長でもなければ教育委員会でもない。

学校にいる「すべての教職員」が教育課程の編成に関わるのである。

すべての教職員が勝手に意見を言っていたらまとまらない。

それらの意見をまとめ、学校の教育課程を実質に構築していかなければならない。

その中心が、教務主任である。

○ページの１枚は、1980 年に 36 歳の向山氏が書いたものだ。教務主任になる数

年前から、氏が「教育課程編成」について本格的に意識していたことがわかる。

中でも次のことが特筆される。

①「指導要領の質的変化」という「日本全体」の大きな教育の流れをとらえて

いるということ。

②「調布大塚小の見取り図」として、「学校全体」の枠組みをとらえているとい

うこと。

③その見取り図の中で、「教育目標の検討」から「研究テーマ」そして「予算の

方向」まで、子どもの力を伸ばすという学校本来の在り方を根底から設計しよ

うとしていること。

教務主任の方も、そうでない先生も、向山氏のこうした枠組みから多くのことが

学べるだろう。

（１）実録 立ち会い授業前の教材研究メモ
新・向山洋一実物資料集（第4巻）サンプル版・教育技術研究所
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（１）実録 立ち会い授業前の教材研究メモ 解説コラム 1

「有田・向山の立ち会い授業」のもととなった
教材研究ノート

1984 年 12 月 1 日土曜日。筑波大学附属小学校で２人の教師が研究授業を行った。

１人は有田和正氏。もう１人は向山洋一氏である。この研究授業は「有田・向山

の立ち会い授業」とよばれた（以下、「立ち会い授業」）。

当日、北は北海道、南は沖縄まで 155 名の参観者が訪れた、伝説の「立ち会い授業」

であった。

このときの有田氏の授業は、四国の祖
い や

谷地方の農家の間取りを教材とし、「農家の

人々の生活の知恵」を考えさせる内容であった。

向山氏の授業は、数値は同じで、縦軸の目盛りの幅が違う２つのグラフを比較し、

目盛りの幅でグラフの印象が大きく変わることをねらった授業であった。

このときの向山氏の教材研究が残っているのがこのノートである。

９〜 10 ページには、3 つ資料がある。９ページの 2 つが実際の授業で使われてい

る。【江戸時代の人口の変化】のグラフの出典は「図説歴史６　学研」。そして、グ

ラフの横に「文章がおかしい」という書き込みがある。この説明文がおかしいとい

うことだ。

なぜかというと、説明文では「人口はほぼ一定しているが、これは人口が増加す

るほど生活の余裕がなかったからだ。飢餓のときには激減していることに注意す

る。」とあるが、グラフを読み取ってもこのような解釈にはならない。けれども、グ

ラフ制作者からすると、飢
き き ん

饉、百姓一揆、人口の変化が大きく関係していることを

強調したい。強調したいがために、このような解説をしていたのだろう。

また、この延長線の縦軸が途中から始まっている。そして、増減が大変大きい。

増減が大きいことから不安定な社会をグラフ制作者は強調したい。そのグラフ

の意図を向山氏は授業で主張したのである。

向山氏のこうした考え方から多くのことが学べるだろう。

松本俊樹
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